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提供内容に関する創意工夫

1

東京電力エナジーパートナー「お客さまの電気代シミュレーション」

◼ 類型：料金・エネルギー使用量予測
◼ 取組内容：電気料金予測にて電気使用量・料金の予測情報を提供
◼ 特徴：

使用量・料金の予測結果だけでなく、顧客情報（使用機器、家族人数、築年数、ライフスタイルなど）を基
にした省エネ情報を提供する点が、同様のサービスを提供する他事業者と比べ、先進的である。また、顧客の
実態に合った省エネ情報を提供するため、省エネ行動を誘発しやすいと考えられる。

出典：東京電力エナジーパートナー提出書類

顧客情報入力画面
使用量・料金確認画面

・似た家庭の使用量・料金表示
・おすすめの料金プランの表示

電気料金予測・目標設定画面



提供内容に関する創意工夫

2

中国電力「エネルギアナンバーズ（使用量当てクイズ）」

◼ 類型：料金・エネルギー使用量予測

◼ 取組内容：会員制WEBサイトにおいて、前月の使用量・料金や、過去の使用量等をヒントにして、翌月の電
気使用量を予想するコンテンツを展開。その中で「省エネ情報」への導線を設置。

◼ 特徴：

使用量・料金の予測結果だけでなく、省エネ情報を提供する点が、予測結果のみを提供する他事業者と比べ、
先進的かつ省エネ行動を誘発しやすいと考えられる。また、提供する省エネ情報は一般的な省エネ情報（企
業WEBページ内の「省エネお役立ち情報」）であるため、他事業者も取り組みやすいものとなっており、波及
効果が期待できる。

出典：中国電力提出書類

誘導



提供内容に関する創意工夫

3

KDDI「常時消費電力料金の提示」

◼ 類型：その他

◼ 取組内容：前月の常時消費電力を提供。全体の45％以上の場合は要注意と表示。

◼ 特徴：

毎月の電気料金だけでなく、常時消費電力（待機電力）に関する情報を提供する点が他事業者と比べ、先
進的である。また、「全体の45％以上の場合は要注意！」と定量的に基準となる数値を表示することで、顧客
の省エネ行動を誘発しやすいと考えられる。

出典：KDDI提出書類



提供方法に関する創意工夫

4

SBパワー「アプリのメッセージ機能の活用」

◼ 類型：多様な情報発信ツールの活用
◼ 取組内容：

経済産業省が公開している節電方法などをアプリのメッセージ機能を用いて配信。実際にアプリ登録者の65％
がメッセージを既読。

◼ 特徴：
アプリのメッセージ機能を活用して情報発信を行うことは、WEBページで公開するのみに留まる他事業者と比
べ先進的である。また、アプリを所有する事業者であれば誰でも取り組みやすい手法となっている。実際にアプ
リ登録者の約7割がメッセージを確認していることから、通常の情報提供（WEB公開）と比べ省エネ情報を
顧客に確認してもらいやすく、省エネ行動を誘発しやすいと考えられる。

出典：SBパワー提出書類



提供方法に関する創意工夫

5

SBパワー「顧客ニーズの集計・反映」

◼ 類型：顧客ニーズの集計・反映
◼ 取組内容：

➢ 顧客からの要望により使用量の見える化機能を搭載した。
➢ アプリ内アンケート機能を通じて、顧客からのニーズに対応し、「節電アドバイスコンテンツの充実」や「メッ
セージ機能を活用した省エネ情報の配信」を実施。

◼ 特徴：
顧客の要望・ニーズの基に情報提供の内容・方法を工夫する点が、他事業者と比べ先進的である。また、顧
客ニーズの高い情報が提供されるため、省エネ行動を誘発しやすいものと考えられる。取組コストについても、
顧客ニーズを収集するだけなので、コストは低いものと想定される。

出典：SBパワー提出書類


